
 
 

第２期岩倉市子ども・子育て支援事業計画  新旧対照表  

改正案  現行 

P54 

（７）放課後児童健全育成事業  

現  状  

保護者の就労等で、下校後に子どもの面倒を十分にみることができない家庭を対象

に、家庭に代わって放課後の児童を預かる放課後児童クラブ (学童保育 )を児童館等で

行っています。  

本市では、昭和 46年というかなり早い時期から地域の要望に応えて放課後児童クラ

ブを実施してきています。安全で充実した放課後を過ごせることを基本に、遊びや生

活習慣の指導等、集団生活を通して子どもたちが健やかに育つよう活動しています。  

本市では、国が平成 26年７月に策定した「放課後子ども総合プラン」を踏まえて平

成 27年度に「岩倉市放課後子ども総合プラン基本方針」を策定しました。この基本方

針を踏まえ、小学校の余裕教室の有効活用により岩倉東小学校と岩倉南小学校に、ま

た、小学校敷地内における新設により五条川小学校に、それぞれ放課後児童クラブを

拡充・整備することによって、近年における放課後児童クラブの需要拡大に対応して

きました。  

そして、現在は、小学校１年生から４年生を対象※に平日の下校時から午後７時まで

事業を実施しているほかに、土曜日や夏休み等の長期休業期間中等には、午前８時か

ら午後６時までの時間帯（延長保育は午前７時 30分から午前８時まで、午後６時から

午後７時まで）で事業を実施しています。  

また、夏休みについては、夏休み等の長期休暇期間中だけ放課後児童クラブを利用

する児童が加わるために現状の施設では受け入れができないことから、他施設の利用

等により平日の定員を上回る利用者数に対応しています。  

※  岩倉北小学校、岩倉南小学校、岩倉東小学校、五条川小学校は６年生までを対象  

 

実  績  
 

 
H27年度  

（ 2015） 

H28年度  

（ 2016） 

H29年度  

（ 2017） 

H30年度  

（ 2018） 

H31/R1

年度  

（ 2019） 

利用者

数   

低学年  

(1～ 3年生 ) 

平日  294 286 295 329 325 

夏休み

等  
100 100 107 146 

150 

高学年  

(4～ 6年生 ) 

平日  23 48 48 74 75 

夏休み

等  
31 28 41 54 

58 

合計  平日  317 334 343 403 400 

夏休み

等  
131 128 148 200 

208 

定員   低学年  

(1～ 3年生 ) 

平日  
285 305 305 355 375 

夏休み
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（７）放課後児童健全育成事業  

現  状  

保護者の就労等で、下校後に子どもの面倒を十分にみることができない家庭を対象

に、家庭に代わって放課後の児童を預かる放課後児童クラブ (学童保育 )を児童館等で

行っています。  

本市では、昭和 46年というかなり早い時期から地域の要望に応えて放課後児童クラ

ブを実施してきています。安全で充実した放課後を過ごせることを基本に、遊びや生

活習慣の指導等、集団生活を通して子どもたちが健やかに育つよう活動しています。  

本市では、国が平成 26年７月に策定した「放課後子ども総合プラン」を踏まえて平

成 27年度に「岩倉市放課後子ども総合プラン基本方針」を策定しました。この基本方

針を踏まえ、小学校の余裕教室の有効活用により岩倉東小学校と岩倉南小学校に、ま

た、小学校敷地内における新設により五条川小学校に、それぞれ放課後児童クラブを

拡充・整備することによって、近年における放課後児童クラブの需要拡大に対応して

きました。  

そして、現在は、小学校１年生から４年生を対象※に平日の下校時から午後７時まで

事業を実施しているほかに、土曜日や夏休み等の長期休業期間中等には、午前８時か

ら午後６時までの時間帯（延長保育は午前７時 30分から午前８時まで、午後６時から

午後７時まで）で事業を実施しています。  

また、夏休みについては、夏休み等の長期休暇期間中だけ放課後児童クラブを利用

する児童が加わるために現状の施設では受け入れができないことから、他施設の利用

等により平日の定員を上回る利用者数に対応しています。  

※   岩倉南小学校、岩倉東小学校、五条川小学校は６年生までを対象  

 

実  績  
 

 
H27年度  

（ 2015） 

H28年度  

（ 2016） 

H29年度  

（ 2017） 

H30年度  

（ 2018） 

H31/R1

年度  

（ 2019） 

利用者

数   

低学年  

(1～ 3年生 ) 

平日  294 286 295 329 325 

夏休み

等  
100 100 107 146 

150 

高学年  

(4～ 6年生 ) 

平日  23 48 48 74 75 

夏休み

等  
31 28 41 54 

58 

合計  平日  317 334 343 403 400 

夏休み

等  
131 128 148 200 

208 

定員   低学年  

(1～ 3年生 ) 

平日  
285 305 305 355 375 

夏休み

（単位：人） （単位：人） 

資料１－２  



 
 

改正案  現行 

等  

高学年  

(4～ 6年生 ) 

平日  

夏休み

等  
 
 

量の見込みと確保目標量（平日・夏休み等） 

（単位：人）  

  Ｒ 2年度  

（ 2020） 

Ｒ 3年度  

（ 2021） 

Ｒ 4年度  

（ 2022） 

Ｒ 5年度  

（ 2023） 

Ｒ 6年度  

（ 2024） 

将来児童  

推計  

1年生  379 406 376 415 352 

2年生  368 379 406 376 415 

3年生  406 366 377 404 374 

4年生  405 404 364 375 402 

5年生  382 405 404 364 375 

6年生  404 383 406 405 365 

 計  2,344 2,343 2,333 2,339 2,283 

（単位：人）  

  Ｒ２年度  

（ 2020）  

Ｒ３年度  

（ 2021）  

Ｒ４年度  

（ 2022）  

Ｒ５年度  

（ 2023）  

Ｒ６年度  

（ 2024）  

量の見込

み  

1年生  119 127 118 130 166 

2年生  101 104 111 103 159 

（平日）  3年生  114 103 106 113 125 

 4年生  63 63 57 58 99 

 5年生  28 29 29 26 47 

 6年生  8 7 8 8 24 

 
計  ①  

433 433 429 438 620 

 

 岩倉北小学校  117 117 116 117 199 

 岩倉南小学校  77 77 76 78 138 

 岩倉東小学校  53 53 53 54 43 

 五条川小学校  75 75 74 76 120 

 曽野小学校  111 111 110 113 120 

 
計  ①  

433  433  429  438  620 

  

確保目標

量  

現状の利用可能人数  

②  
375 375 375 375 375 

 新たな施設整備によ

る  

確保人数（累積）③  

－  －  30 30 125 

 計  （②＋③）  375 375 405 405 500 

 

等  

高学年  

(4～ 6年生 ) 

平日  

夏休み

等  
 
 

量の見込みと確保目標量（平日・夏休み等） 

（単位：人）  

  Ｒ 2年度  

（ 2020） 

Ｒ 3年度  

（ 2021） 

Ｒ 4年度  

（ 2022） 

Ｒ 5年度  

（ 2023） 

Ｒ 6年度  

（ 2024） 

将来児童  

推計  

1年生  379 406 376 415 352 

2年生  368 379 406 376 415 

3年生  406 366 377 404 374 

4年生  405 404 364 375 402 

5年生  382 405 404 364 375 

6年生  404 383 406 405 365 

 計  2,344 2,343 2,333 2,339 2,283 

（単位：人）  

  Ｒ２年度  

（ 2020）  

Ｒ３年度  

（ 2021）  

Ｒ４年度  

（ 2022）  

Ｒ５年度  

（ 2023）  

Ｒ６年度  

（ 2024）  

量の見込

み  

1年生  119 127 118 130 110 

2年生  101 104 111 103 114 

（平日）  3年生  114 103 106 113 105 

 4年生  63 63 57 58 63 

 5年生  28 29 29 26 27 

 6年生  8 7 8 8 7 

 
計  ①  

433 

(432) 

433 

(458) 

429 

(500) 

438 

(580) 

426 

(620) 

 岩倉北小学校  117 117 116 117 115 

 岩倉南小学校  77 77 76 78 76 

 岩倉東小学校  53 53 53 54 52 

 五条川小学校  75 75 74 76 73 

 曽野小学校  111 111 110 113 110 

 
計  ①  

433 

(432) 

433 

(458) 

429 

(500) 

438 

(580) 

426 

(620) 

確保目標

量  

現状の利用可能人数  

②  
375 375 375 375 375 

 新たな施設整備によ

る  

確保人数（累積）③  

－  －  30 30 85 

 計  （②＋③）  375 375 405 405 460 

※ ()内の数値は実績（令和６年度は見込み）  



 
 

改正案  現行 

 

 

（単位：人）  

  Ｒ２年度  

（ 2020）  

Ｒ３年度  

（ 2021）  

Ｒ４年度  

（ 2022）  

Ｒ５年度  

（ 2023）  

Ｒ６年度  

（ 2024）  

量の見込

み  

（平日、  

夏休み等） 

1年生  158 169 157 173 196 

2年生  112 115 123 114 193 

3年生  125 113 116 124 174 

4年生  86 85 77 79 133 

5年生  45 48 48 43 102 

6年生  23 22 24 23 49 

計  ①  
549 

 

552 

 

545 

 

556 

 

847 

岩倉北小学校  149 149 147 150 279 

岩倉南小学校  97 98 97 99 189 

岩倉東小学校  67 68 67 68 47 

五条川小学校  95 95 94 96 163 

曽野小学校  141 142 140 143 169 

計  ①  
549 

 

552 545 556 847 

確保目標

量  
現状の利用可能人数  ②  375 375 375 375 375 

 新たな施設整備による  

確保人数（累積）③  
－  －  30 30 125 

 計  （②＋③）  375 375 405 405 500 

※平日通年利用者も含む  

 

サービスの確保方策  

①平日の見込み量と確保方策  

●令和２年度で 433人の利用が見込まれます。その後は、児童数はゆるやかに減少する

ものの利用希望が増加し、令和６年には 620人になることが予想されます。  

●これに対して令和元年度に岩倉南小学校で 60人定員を 80人定員に拡大したことによ

り、令和２年度における定員は 375人に増加したものの、ニーズ量（ 433人）を 58人

分（ 13.4％）下回っています。  

●放課後児童クラブの利用形態として、通年登録していても毎日は利用しない児童が

かなりの人数みられることから、計画期間中を通じて定員 375人の範囲内での受け入

れで対応できる見通しにありましたが、通年及び夏休み等の利用希望が年々増加し

ています。  

●こうした状況にあるため、平日及び夏休み等の受け入れにできうる限り対応してい

く必要性や国の設置基準を満たした放課後児童クラブの設置を図っていく必要性が

あることから、小学校と一体的に放課後児童クラブを整備していくという方針が位

 

 

（単位：人）  

  Ｒ２年度  

（ 2020）  

Ｒ３年度  

（ 2021）  

Ｒ４年度  

（ 2022）  

Ｒ５年度  

（ 2023）  

Ｒ６年度  

（ 2024）  

量の見込

み  

（平日、  

夏休み等） 

1年生  158 169 157 173 147 

2年生  112 115 123 114 126 

3年生  125 113 116 124 115 

4年生  86 85 77 79 85 

5年生  45 48 48 43 45 

6年生  23 22 24 23 21 

計  ①  
549 

(709) 

552 

(668) 

545 

(741) 

556 

(833) 

539 

(847) 

岩倉北小学校  149 149 147 150 145 

岩倉南小学校  97 98 97 99 96 

岩倉東小学校  67 68 67 68 66 

五条川小学校  95 95 94 96 93 

曽野小学校  141 142 140 143 139 

計  ①  
549 

(709) 

552 

(668) 

545 

(741) 

556 

(833) 

539 

(847) 

確保目標

量  
現状の利用可能人数  ②  375 375 375 375 375 

 新たな施設整備による  

確保人数（累積）③  
－  －  30 30 85 

 計  （②＋③）  375 375 405 405 460 

※平日通年利用者も含む  

※ ()内の数値は実績（令和６年度は見込み）  

サービスの確保方策  

①平日の見込み量と確保方策  

●令和２年度で 433人の利用が見込まれます。その後は減少し、令和６年には 426人に

なることが予想されます。  

●これに対して令和元年度に岩倉南小学校で 60人定員を 80人定員に拡大したことによ

り、令和２年度における定員は 375人に増加したものの、ニーズ量（ 433人）を 58人

分（ 13.4％）下回っています。  

●しかしながら、通年登録していても毎日は利用しない児童がかなりの人数みられる

ことから、計画期間中を通じて定員 375人の範囲内での受け入れで対応できる見通し

にあります。  

●こうした状況にあるものの、平日よりも利用が増大する夏休み等の受け入れにでき

うる限り対応していく必要性や国の設置基準を満たした放課後児童クラブの設置を

図っていく必要性があることから、小学校と一体的に放課後児童クラブを整備して

いくという方針が位置づけられている「岩倉市放課後子ども総合プラン基本方針」



 
 

改正案  現行 

置づけられている「岩倉市放課後子ども総合プラン基本方針」を踏まえ、令和４年

度に岩倉北小学校（定員 120人）に新たに放課後児童クラブを整備し、岩倉北小学校

で 30人分の定員拡大を図ります。  

●また、令和６年度には曽野小学校（定員 120人）に新たに放課後児童クラブを整備し、

曽野小学校で 55人分の定員拡大を図ります。さらに、利用希望が多い岩倉北小学校

で 40人分の定員拡大を図ります。  

●これによって、令和６年度には合計定員を 500人にすることによって、需要に対応し

ていくものとします。  

●しかしながら、放課後児童クラブの利用の形態として、毎日は利用しない児童があ

るものの、全ての需要には応えられない小学校区が生じる可能性があることから、

そのような場合には余裕教室及び特別教室の臨時的な活用をすることによってニー

ズ量に見合うサービス量の確保に努めます。  

 

②夏休み等の見込み量と確保方策  

●令和２年度で 549人の利用が見込まれます。その後は右肩あがりに推移し、令和６年

には 847人になることが予想されます。  

●前述のとおり、令和２～３年度に 375人である定員を、令和４年度には 405人に、そ

して、令和 6年度には 500人に拡充していきます。  

●しかしながら、これでは、夏休み等の需要には応えられない小学校区も依然として

生じる可能性があることから、そのような場合には余裕教室及び特別教室の臨時的

な活用や児童館の臨時的な活用をすることによってニーズ量に見合うサービス量の

確保に努めます。  

 
 

を踏まえ、令和４年度には岩倉北小学校（定員 120人）で、 また、令和６年度には

曽野小学校（定員 120人）に新たに放課後児童クラブを整備します。これに伴ってこ

れまで児童館で行っていた放課後児童クラブは廃止するとともに、岩倉北小学校で

は 30人分、曽野小学校では 55人分の定員拡大を図ります。   

●これによって、令和６年度には合計定員を 460人にすることによって、需要に対応し

ていくものとします。  

    

 

 

 

②夏休み等の見込み量と確保方策  

●令和２年度で 549人の利用が見込まれます。その後は概ね横ばいで推移し、令和６年

には 539人になることが予想されます。  

●前述のとおり、令和２～３年度に 375人である定員を、令和４年度には 405人に、そ

して、令和 6年度には 460人に拡充していきます。  

●しかしながら、これでは、夏休み等の需要には応えられない小学校区も依然として

生じる可能性があることから、そのような場合には余裕教室及び特別教室の臨時的

な活用や児童館の臨時的な活用をすることによってニーズ量に見合うサービス量の

確保に努めます。  

 

  

 


